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令和２年５月１２日 

 

  令和２年度 第１回 大阪市立大領小学校学校協議会（書面開催）実施報告書 

       校園名  大阪市立大領小学校 

                           校園長名  小 西 昌 彦      

 

日 時 令和２年５月７日(木)～１１日（木） 

場 所 委員各所に書面にて参会審議 

出 

席 

者 

委員 

など 

上村 政樹（会長） 奥村 真（副会長） 相宗 章子（委員） 

松本 洋子（委員） 上田 明 （委員） 生島 容子（委員） 

 赤田 孝子（委員） 

校園 小西 昌彦(校長)  緒方 愛恵(教頭)  

区役所  

議題 

(1) 学校協議会の目的等、共通理解 

(2) 委員紹介及び役員の選出 

(3) 年間計画について 

(4) 運営に関する計画について 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

(1) ○学校協議会の目的等共通理解 〇意見を出しやすい雰囲気で資料も細かく準備され正しく

運営されている。 

〇目的や内容がおおむね理解できた。 

(2) 

 

○委員紹介及び役員選出について 〇承認する。 

〇町会長様が会長となり、「地域の学校」を推進することに

ふさわしい人選となっている。 

(3) ○年間計画について 〇しっかり事前の計画が立てられている。 

〇資料を参照し、年間計画が理解できた。 

(4) 

 

○運営に関する計画について 〇昨年度の結果を踏まえ、数値目標が見直され目標設定を変

更し、よりよい教育実践を図られている。具体的目標につ

いても安全な学校生活について新たな目標を定めている

ところが評価できる。 

〇数値目標を低く設定する必要があるのかと考えたが、具体

的内容を見て理解できた。 

〇学びあう学習形態に期待する。世界規模のコロナ禍にあり

日本の感染率の低さの一端は手洗いの習慣にあると言わ

れている。手洗いに加えうがいの習慣化の目標は素晴らし

い取り組みである。 

〇安心安全な社会の実現に関し、普段から振り返りカード等

で学校での自己肯定感を高めているという取り組みに気

づいた。現在、休業中にて自己肯定感が低くなっていると

感じるため、再開後は自尊感情を向上させ命の大切さを学

べる機会が増えていくことに期待している。 

〇障がいのある人への理解を学年に応じて指導し、友達理解

がスムーズになってほしい。 

〇「警備防災計画」「安全対策マニュアル」を公開してほし

い。 

〇基本的な生活習慣を身につけ心身が豊かに成長できるこ

とが大切だと考える。これらの具体的な目標が運営計画に

盛り込まれているので、積極的に進めてほしい。 

協議 

資料 

○ 学校協議会 実施計画書 

○ 運営に関する計画 

備考 
傍聴者[  ０ ]名     

 


